
３．環境への影響について
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A現状との比較
□：２ランク改善
〇：１ランク改善
△：１ランク悪化

結果
ランク１：54ヵ所/73ヵ所
ランク２：17ヵ所/73ヵ所
ランク３： 2ヵ所/73ヵ所

結果
ランク１：49ヵ所/73ヵ所
ランク２：24ヵ所/73ヵ所
ランク３： 0ヵ所/73ヵ所

A現状との比較
⇒ －5ヵ所
⇒ + 7ヵ所
⇒ －2ヵ所

Ａ：現状（番町スタジオ・番町の森・駐車場） Ｂ：計画案

・A：現状とB：計画案の風環境の変化について、
数値シミュレーションにより概略把握しました。

・評価は、元東京大学生産技術研究所村上教授らが
作成した右表に示す風環境評価指標を用いてい
ます。

・解析モデル化範囲は、1280m×1120m、高さ方
向は700mとし、高低差は国土地理院の標高デー
タを参照し、解析高さは地上2mとしています。

・敷地外における解析結果は下図の通りです。

現状と比較して、計画案はランク３が無くなる一方で、ランク２が７か所増加する結果となりました。
風環境が良くなる場所、悪くなる場所があります。
今後、具体的な設計を進める中で、影響の低減に努めます。さらに建設後、事後調査を行います。

風環境への影響 概略把握
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自動車交通への影響 概略把握
【交差点への影響の確認】

国土交通省が定める
「大規模開発地区関連交通計画マニュアル」
（以下、交通マニュアル）に基づいて、
計画容積率700％（番町スタジオ含む）とした場合、
計画案により

自動車が交差点で渋滞を起こすかを確認しました。

【交通マニュアルの考え方】
①現状の交通量を調査する（自動車、歩行者）

【コロナの影響を鑑み、今回は平成26年に実施した調査結果を利用。
解体前の南館・北館・西館の自動車・歩行者交通量も入っており、本来より大きい数字】

②計画容積、用途に応じて計画建物に往来する人の総量を設定。

③往来する人を交通手段別（電車、自動車、徒歩など）に配分。

④ 現状の交通量①に上記②③の結果を加え、
自動車が交差点で渋滞を起こすかを確認。

【③手段別交通量の結果】
計画によるピーク時の自動車交通量：132台/時の往来

（13～17時台）

交差点３ヵ所の交通量を
シミュレーション

・ピーク時間132台の自動車の往来を国土交通省等の調査(第6回
パーソントリップ調査)に基づいてルート別に配分します。 結果
は下図の通りです。

・ルートは、交通規制を順守した最短経路を原則として設定します。

【確認方法】

交差点需要率：交差点で処理できる最大交通量に対する、検討時の交通量の比率。

交差点許容値：交差点に入ってくる流入部別の、各車線の車線数、車線毎の幅員、勾配、
交通量、大型車比率、信号の割り当て秒数、横断歩行者の大小等を勘案
し、円滑に流れる最大の交差点需要率。
＝1回の信号で「円滑」に流れる最大の交通量比率。

【 結 果 】

交差点需要率 ＜ 交差点許容値

各交差点で、交差点需要率、交差点許容値を算出し、
交差点需要率が交差点許容値を下回っていれば、円滑に交通処理されると言
えます。

市ヶ谷駅交差点

交差点需要率：0.282
（交差点許容値：

0.600）

交差点需要率：0.342
（交差点許容値：0.671）

交差点需要率：0.363
（交差点許容値：0.885）

日本テレビ通り
番町中央通り交差点 麹町四丁目交差点

容積700％の計画で、いずれの交差点においても交差点需要率の許容値を大幅に下回っており、
自動車交通への影響は限定的であることを確認しました。 50
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歩行者交通への影響 概略把握
【歩道サービス水準の確認】

国土交通省が定める
「大規模開発地区関連交通計画マニュアル」
（以下、交通マニュアル）に基づいて、
計画容積率700％（番町スタジオ含む）とした場合、
計画案により

歩行者が歩道を自由に歩行できるかを確認しました。

【交通マニュアルの考え方】
①現状の交通量を調査する（自動車、歩行者）

【コロナの影響を鑑み、今回は平成26年に実施した調査結果を利用。
解体前の南館・北館・西館の自動車・歩行者交通量も入っており、本来より大きい数字】

②計画容積、用途に応じて計画建物に往来する人の総量を設定。

③往来する人を交通手段別（電車、自動車、徒歩など）に配分。

④ 現状の交通量①に上記②③の結果を加え、
歩行者が歩道を自由に歩行できるかを確認。

【③手段別交通量の結果】
計画によるピーク時の歩行者交通量：4,351人/時の往来（8時）

・計画による歩行者ピーク時4,351人の往来(8:00台)を、各駅の乗降客数や
距離による重みづけを行ったうえで、最短経路で配分しました。

・結果は下記の通りです。

（参考） 歩行者流量
（人/m・分）

A ～27
B 27～51
C 51～71
D 71～87
E 87～100

やや制約
やや困難
困難

ほとんど不可能

サービス水準
自由歩行

交通マニュアルでは、
歩行者流量（1分当たり、歩道幅員1m当たりの歩行者数）
に応じてサービス水準が定められており、日本テレビ通りなどの歩行ルートで、
サービス水準A(自由歩行）が確保できているかを確認しました。

【確認方法】

日本テレビ通りの歩道

断面②（歩道が最も狭い場所）
現況(コロナ前)ピーク時 12時台：3,416人往来/時
計画ピーク時 8時台 ： 793人往来/時
計画後ピーク時歩行者交通量 ：4,209人往来/時
有効歩道幅員3.7m（西側1m+東側2.7m）において

歩行者流量19人/ｍ･分⇒サービス水準A

断面①（計画地から近い場所）
現況ピーク時 12時台 ：2,720人往来/時
計画ピーク時 8時台 ： 793人往来/時
計画後ピーク時歩行者交通量 ：3,513人往来/時
有効歩道幅員5ｍ（西側2.5m+東側2.5m）において
歩行者流量12人/ｍ･分⇒サービス水準A

番町中央通りの歩道

断面③（現状の交通量が多く歩道が狭い場所）
現況(コロナ前)ピーク時 8時：1,500人往来/時
計画ピーク時 8時 ： 542人往来/時
計画ピーク時歩行者交通量 ：2,042人往来/時
歩道幅員1.6ｍ（北側0.8m+南側0.8m）において
歩行者流量21人/ｍ･分⇒サービス水準A

麹町駅６番出入口通路

【麹町駅地下鉄通路】

現況写真

断面④
断面④

2.8ｍ

断面④
現況(コロナ前)ピーク時 8時： 662人往来/時
計画ピーク時 8時 ：2,733人往来/時
計画ピーク時歩行者交通量 ：3,529人/往来時
通路幅員2.8ｍにおいて
歩行者流量 約21人/m･分

⇒サービス水準A

【 結 果 】

容積700％の計画案で、各歩道・通路で自由歩行可能な水準であることを確認しました。 51
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③ ⑥ ⑨ ⑮ ㉑ ㉗ ㉝

景観への影響概略把握
【景観シミュレーション】 番町地域周辺の交差点から、計画地を見た場合にどの程度計画建物が見えるのかを確認しました。

番町地域周辺の交差点から計画建物を確認できるポイントは限られます。日本テレビ通り沿いは、視線が抜けていることから計画建物を離れ
たところから確認することができます。住宅地側からは、既存建物の影響により全く見えないか、一部確認することができます。
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４．地区計画について
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日
本
テ
レ
ビ
通
り

番町中央通り拡幅

地域交通広場
1000㎡

歩
行
者
通
路

1号
（
地
下
）

広場1号
（駅前プラザ）

1250㎡

歩
道
状
空
地

1号
幅
員

6ｍ 緑地
150㎡

広場2号
2500㎡

D-2地区D-1地区

日本テレビ通り歩道状空地

地域交通広場

駅前プラザ+地域交通広場
番町中央通り拡幅

駅前プラザ

広場２号

駅改札外～ビル
接続部通路拡幅

緑地

D-2地区
建築物の高さ
制限６０ｍ

D-1地区
建築物の高さ
制限９０ｍ

D-2
地区D-1

地区

地区区分

容積率の上限
７００％

二番町Ｄ地区地区計画の概要
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エリアマネジメント拠点施設
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